
W4

S18十

一十S18

W2

lV2

⊥s19

W3 lA’ w2 Wl

十 十 s18十

二_十8
EFO3f,p.l

8主語
径 深

P.1 0.45×0.35 0.1

2 0.5×0.15 0.04

第II2図 Eブロックピット実測図(45)(EFO3f.p.l.f.p.2.EFI5p.I)
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A’

EF15P

径

P.1 0.15×0.15

2 0.18×0.18

3 0.18×0.15

4 0.2 ×0.2

周溝底 EF50P

「 S17十一

N
一
8
7
 
・
3

深
.
〇
8
.
 
2
3
.
〇
8
.
 
1
6

0

0

0

0
EF18P.1

層 色 調 朽 状 そ の 他 

a 0 e d B.S 

了.5Y即野∴拙 火山姐二臆黒色土着一十指浪つく。 炭化物少でI上 

タンゴ軟化二 

了.5Y乱写∴忠相 炭化物・規土若二十 昭雄上火山「扉∵†∴向上直上上 

了.5Y叩く∴灼 了.5YR%明的 

火山恢」二。′、ミス岩一上 聞上組 咲化物差十 

状化こ 

同上 火山灰がやや祝した、指痕 

つぐ∴湿軟化う 

筏土。バミス若干こ 

←周灘一→

E2

第=4図 Eブロックピット実測図(47) (EFI5P.他)
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層 色∴∴∴調 性 状 そ∴の 他 

種 b C d ● 

3.5l’R在韓赤禍 51’R落略本薄 2.待R)雄朝潮 

′、ミスi告二 しわり膏ややおら 

撮化的宮上 

糾性ない か了つ、 

5-2(加太のハミス昔十 〇_九〇) 

肯んり 雄性入り が/こい 

′、ミスな」 同上 同上 同上 

10†’R雄∴∴的 ′、ミス浩一上 同上 同上ii用二 

5l’R米∴赤禍 喋状ハミスl、つ信二多いi_わI)こ一 

売り∴温帯、ら-〉 

層 色∴∴∴凋 性 状 そ∴の∴他 

a b ぐ 

売l’R名∴∴薄 読YR亮∴朝鮮 了.員’R名∴∴薄 

ノ(川畑ニ′、ミスi口二混入 掃吏←ノ 

炭化的浩子 華十∵炭化物蘭〇㌦ 

〈 タンゴ:旧と 

火川畑二′、ミス極少混入∴精良つ 

く_ 羅状化 

火山時つ、ミス若手 同上 同上 

第=5図 Eブロックピット実測図(48) (EF24p.l.EF27p.I)
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十
W23

十

W21

径 深

P.1 0.17×0.11 0.07

EF24P,l

層 色∴∴謂 性 状 そ∴の 他 

a b C d e [ C 

10YRうく 5l’R粧獄灼 5\●R当 了.待R擁∴鳩 10l’Rラく球棚 

関宮、ミズ拐帯なく、しのI吊 樹ヒ細管二十 

かすか二 も小、_ 

′、ミス持上 しめ一宮・璃桂とも 

ふきi)ないへややがこい 

信二同二つ 

クロボク上′、ミス紺:i_のI) 

言・据竹ともふさ-)なく、う子こく ノ.音 

◆●\ふ ハミス精二:しめ′)言・温帯とも 

ややおりこかたい. 

′、ミス坑上 聞二二 

うl’R縮緬的 ′、ミス葦千明薄色土のプロ)ク 

しめ-常・温帯と信二用言・た 

EE74f・p・1 E3

じ「了打p 上 EG了中i

第II6図 Eブロックピット実測図(49) (EF24P・2.EF74f.p.I)
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十s18

圏

S18十

EGO3f.p.2 EH50住

第=7図 Eブロックピット実測図(50) (EGO6f.p.I他)
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D

E EGO3f.p.2 E’

866」66

EHO3P EH50住用溝

_旦

EGO3f p.2

EGO6f.p. 1

EGO6 p・2

EHO3f.p. l

径 深

P.1 0.38×0.33 0.26

P.1 0.22×0.14 0.18

2 0.16×0.3 0.33

P.1 0.27×0.27 0.18

第=8図 Eブロックピット実測図(5I) (同前)
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第=9図 Eブロックピット実測図(52) (EGI2P.i他・EG21P.他)
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81十
E
l

了
古
ノ

S

園
⑨02S十

軸

B
一
8
6
 
・
5

l
 
p

圃
圃

径 深

P.1 0.45×0.38 0.3

2 0.13×0.1 0.24

:EG50f・p

EH50住用溝

E4

十S20
l E5

十

E6

S20十

S

87.47

径 深

P.1 0.42×0.28 0.25

N

87.47

EG27P.1

屑 色 調 性 状 そ の 他 

a b 5YR%瑠赤禍 10YR来∴褐 

0.5-1cの大のパミス点転 しめI) 

け・椎性ともあり。やや駄 

バミズはとんどなし。しわりけ・ 

粘性ともにあまり強くか、。やや 

かたい。 

EG50子p. (南北)

屑 色∴∴∴調 性 状 そ の 他 

a b 

黒∴褐 煽馳二。バミス若手ら 縄文土器若干。 

同 上 

同上く同上(aよリ多いl トIま、 

同 士 

C d 

同士 熱 

8・b(㌢〉ハニス争いご 火山灰航パミス若干音eよI)多 

旋化幼少轟 新規の溝児玉 

e f い音音二 剛二二六ミス・晴雄土着手 

g 火山灰・バミスられ、ニ 

h l 】 

蒋極上 

炭化物若干。 EH50住同湾 EH50住理工 

径 深

P.1 0.38×0.38 0.25

EG53f.p

第I20図 Eブロックピット実測図(53) (EG27P.I・EG50f.p..EG53f.p)
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十S18

E4

十s19

十S20

S18十

ElO

EG56P.2

里子一言」
86.4

EG56P.2

EG56P.1 径 深 溝

P.1 0.33×0.33 0.89

2 0.13×0.13 0.2

第I21図 Eブロックピット実測図(54) (EG56P.i・P.2・副53f.p.1)
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EH62f.p.1

EC62p:t、 EH62p:t (南北)

屑 色∴∴∴糟 性 状 そ の 他 

d a) a2 b CI c3 e [ g 

7.5Y凧%∴璃褐 指が入りこし。粒状化 

泊ま捌部呈上。 炭化物・縄文土器若 

7.5Y博(黒褐 指頭つく。紐状化つ 

同 上 bが若干混入。 

7.5YR労褐 7.5YR%∴瑚褐 同士 

小豆大バミス散在。細魚つく。紐 

状化。 干。 

パミスとシIしトの浪士。∴同上 

同上 

同上なるも、褐色土混入。 

7.出R米∴褐 7.5YR%∴明鰐 7.5YR%∴明褐 

シルトとパミスが斑状に入る。蒋 

凍つく。紐測ヒ, 

栴土質シル上精練つかず。∴紐状 

化う 

パミス。摘採つく⊃紐状化せす。 

h i 

7.5YR%∴明禍 粘土髄シルト言司士粒状化。 

7.5l’R%∴鰐 パミス少蹄見入,舶薫つかず。紐 

状化。 

EH62p. 1 径 深

P.1 0.22×0.22 0.19

第122図 Eブロックピット実測図(55)(EG62f.p..EH62f.p.1)
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十S19 十s19
E14

’

E15

EG65f・p" G

C’

86 2へ\「86 2

層 色∴∴∴調 性 弧 そ の 他 

a b C d e fl 

了.5YR茄 聖褐 パミス少量言臨入I)こも推測ヒ。 

や」壷量∵ 

了.iYR労∴褐 高YR%∴暗褐 

全体雄性パミス混人指浪つく。 

同上 

司土 同上 

了.評R擁∴縄 了.iYRラ名聞褐 

粘土質シル上パミス若干。指入 

I)こも。紐洲と。 

匡虹。「司王将掠つく。同上 

了.5YR労∴褐 粧扶パミス混入.同上。同上 

上 同 士 やや赤珠つよい。 

g3 了.iYR%∴褐 シル上言指演つく。組肘とニ 

gi 同 上 ややポ珠つお、。 

h I 】 

了.5Y蹄を 師栂 聴腫上純良つかれ、雄性なし⊃ 

了.昔R米∴褐 パミスが半分。絹蜜つく。同上, 

同 士 パミスが疑う 

白
亜
萌
深

D
l

"
●
l
 
l

○
○

0

6

1

G
 
G

E
 
E

径 深

0,45×0.45 0,13

重.4±×0.95±

0.85±-0.5

0.82±-0.66±

第I23図 Eブロックピント実測図(56)(EG65f.p..EH65f.p.他)
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a2

EG71f.p. 1 (東西)

EG71.p.

EG71p. EC68p. (東西)

EG68.p

層 色∴∴∴調 性 状 そ の 他 

a ai a:2 b 

10YR%∴黒褐 婿植土。粘性ややあ一主指痕我社 炭化物・ハミス言星人。 

10YR%∴輔弼 弼植土と火山吹の混士。同上音同 同上㊥撰 

工∵ 

10YR% 同士 炭化物・パミス混入。 同上 i司上 同上 

1dYR労∴禍 火山灰上聞上‖和一主 上 田上㊥蝶 

bi 10YR●米 同士 同上 同上 同上 パミス昔上 

柄 色 調 性 状 そ の 他 

a aI a:: aこ! a、! aご, b bl 

10YR%∴鴫褐 婿植二王と火I⊥」I砧二の根上 ハミス 炭化物若干。 

若干。指頂つく。精確ややみ)〉。 

10YR舞∴黒禍 「己,=二。∴∴嫡植 聴塙二上。採洋上楕入I)ニ‡∴擢 

性ややあI)。 

同 士 iii手工 同.上‖可上楕疾っく「i毒口二。 

10YR% 黒的 同上 バミス若王国士 机上。 炭化物・続土岩十。 

10YR薙∴隷鵠 同士.同士.同上iri主上 同士. 

10YR%∴黒的 同上毒口二掃痕つかず二同士 

同士ニ 炭化物若二手 了.5YR労∴昭的 10YR%∴昭的 

聴鮪土と火山味の混土。′、ミス・ 

′ト蝶洋上指痕つか十。璃性ふI主 

向上言辞入I)こし。砧性なし。 

b∵ 10YR●米∴褐 火山灰こ ′、ミス岩上楕疾っく。 

粘性ゐ一主 

N○○ 長∴径 屯∴経 寓∴彫 涼∴き 偶∴∴∴∴考 

EE」101 
? ? り 

0.7 ± 

402 
? ? り 

0.13士 

403 
? ? つ 

0、31± 

404 
7 ? り 

0.5 土 

」05 
1 ? ? 

0.39± 

第i24図 Eブロックビット実測図(57)
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A’
_旦

86.9
86"6

EIO6p

径

P.1 0.4×0.4

EHO6f.p.1

第125図 Eブロックピット実測図(58)(EHO6f.p.十2他)
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S22十
W22

径 深

P.1 0.43×0.43 0.12

b ∂
b

S21十 十S

E-3
E9

十S24

N

Ell

←同港-→

径 深

P.1 0.53×0.45 0.23

EH56.p

EH50p.
径 深

P.1 0.65×0.5 0.59 ・0.39

EH50p・ 2 0.2×0.1 0,2

3 0.18×0.13 0.29

鴻l 巾0.1 深0.03

2 0.07 0.04

3 0.15 0.06

4 0.12 0,04

4 0.15±×0.07 0,21

5 0.18×0.1 0.09

6 0.12×0.09 0.05

第I26図 Eブロックビット実測図(59)(EH2Ip. E124p.EH50p.EH56p)
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十S25

E18

E18

十S24

EH65f.p.2 耳栓出土状況 EH65f.p.2 径 深

S25 - P.1 0.28×0.28 0.38

第127図 Eブロックピット実測図(60)(EH68f.p..f.p.I他)
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E23

S22十

S23十

E23

S26十



EH65f.p.2

園閣
巳H68f.p

屑 色 調 性 状 そ の 他 

a b C d e f g h i ) 

7.5YR% 褐 麻植土。火山灰・パミス若干。指 炭化物掻少。 

摂つかず。.粒状化。 

7.5YR%∴梨褐 同上。 同上。指痕つかず。紐状化。 

同 上 岡上。火山灰・パミス若干。指寂 同上。 

つかず。紐状化。 

7.5YR%∴音褐 同上 

同上 炭化物縮少。 炭化物睦少。 

火山灰土に席種土・パミス混入。 

指痕つく。タンゴ状化。 

同上。 同上。 同士。 

10YR%i褐 7.5YR%音禍 7.5YR%∴明褐 7.5YR%∴褐 

パミスに火山灰土と聴範士混入。 

垢痕つく。紐状化。 

火山灰土に聴極上・パミス混入。 

描線つく。ダンプ状化。 

火山灰土。若干の鴫博士。同上。 

司上。 

火山灰土に麻舶土・パミス混入。 

指疎つく。紐状化。 

7.5YR%∴明褐 同上。 火山灰土。同上。同上。 

k 7.5YR擁- ∴褐 火山灰土に聴植土混入。同上。同 同上。 

上。 

l 7.5YR労∴∴禍 同上。 騎植土に火山灰・パミス混入。同 

上。同上。 

m n 

7.5YR%音 ∴禍 同上。 賭椛土に詳千の火山灰混入。指入 

りこむ食紐状化 

7.5YR荻∴製的 聴範士に火山灰土とパミス混入。 同上。 

指頭つく。紐挟化。 

EH68f,p. (東西)

屑 色 調 性 状 そ の 他 

a b C d e f 

了誹R寮 褐 指鋲つかず。粒状化。ハミス者。 炭化物僅少。 

黒色土に火山灰が詳干混入。 

7,5YR% 瑠禍 同上。 靖漁ややつく。同士。パミス僅少。 

7,5YR%音 ∴褐 指痕つかず。同上。机上‥黒色土 同上。 

に火山灰が若干混入。 

7.5YR%暗禍 7.5YR%∴明硯 

同士。 掃浪つく。同士。小豆大のバミス 

が葉色土中こ混入。 

靖がやや入る。同士。同士つ 

7.5YR% 鴫褐 瑞浪つく。同上。径5蘭のパミス 

が葉色土に混入。 

第I28図 Eブロックピット実測図(6I)(EH65f.p.2他)
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深
.
1
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0

81

8

3

・

1

0
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0

径
、
秋

刈

挟

1

3

4

0

0

0

1

2

3

い

P

′
186HE

EH68f.p.1

P.1

2

3

4

5

6

7

0.27×0.27

0.2×0.15

0.35×0.28

0.1×0.1

0.15×0.1

0.13×0.13

0,12×0.12

2

9

8

6

8

6

2

0

4

1

2

2

2

0

0

0

0

0

0

0

廟 色∴∴∴調 性 状 そ の 他 

a b Cl C2 d e 

7.5YR%∴閉場 火山灰土。パミス点在聴惟物若 炭化物若干。 

干。指疾っく。ダンプ状化。 

7.5YR%∴明的 7.5YR%∴瑚褐 同上 同上。 c,よI)軟。 

同上;同上(aより少か、)。蒋痕 

つく。ダンプ状化。aより粘性あ 

I)。 

火山唐土。聴極上若干。指鋲つか 

ず。ダンプ状化せず。かか、。 

指掠つく。ダンプ状化。 

7.5YR労的 7.5YR%∴明的 

クロボク土。パミス若干。指痕 炭化物若干。 

く。タンゴ軟化。 炭化物若干。 

火山灰土。パミス多量。クロボク 同士。 

土若干。棺痕つかず。ダンプ測ヒ。 

第I29図 EブロックE`ソト実測図(62)(EH68f.p.i他)
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十s24

E22

E22

十s27

EH74f.p. (南北)

A’

煽 色 調 性 状 そ の 他 

a b C d f 

7.5YR%∴鴫褐 聴植土。指療つく。粒状化。 

炭化物若干。 粉掘こ変化。 

7.5YR労∴∴褐 7.5YR%暗拇 7.5l’R落∴∴拙 7.5YR%∴褐 

シルト質。大豆大のパミス接少。 

持味つかず。紐抹化, 

聴範士とシルトの泥土。大豆大パ 

ミス若干。指鋲つかず。粗描ヒ。 

シルトと火山灰の泥土。同上。同 

」上 

昭柿土。小豆大パミス僅少。蒋演 

つく 粒状化。 

g 7.5YR%∴黒褐 聴柿土。粉状パミス全体に入る。 

指痕つかず。粒状化. 

h i ) 

7.5YR擁∴∴禍 了.5YR%∴明褐 

火山灰土。ハミス若干(′ト撰大)。 

棺痕つく。紐状化。 

同上。指疾っく。紐紺ヒ。 

同 上 同一上小豆大のパミスが全体に入 

る 指疾っく。観測ヒ。 

k e b’ 

了.5YR%∴憧 パミス。指疾っく。粘極乏し。 

了.5YR%間鴨 火山灰土。指痕つかず。純測ヒ。 

bよI)黒味つよい。 

・趣
き宣誓

s国

EH74 f.p

EH74 f.p EH71f.p.2

A’

屑 色 調 性 状 そ の 他 

a b C d e f 

7.与YR%∴ 禍 碇的土。パミス・火山灰ブロック 炭化物散在。 

若干。指痕つかず。粘性乏し。 

7.5YR雄∴ 音鳩 炭化物偉少。 同上。火山灰大ブロックあI主指 

痕ややつ〈言緋則ヒ。 

7.5YR%∴褐 7.5YR%にふい 

炭化物散在。 炭化物椴少。 

塙種土と火山灰土の泥土 パミス 

散在指痕つく。癌性に乏しい。 

火山灰土。鴫植土混入つ蒋線つく。 

褐 
筒状化。 

7.5YR%∴開場 同上。指痕つかず言古性乏しい。 

7.5YR者∴褐 聴確土と火山灰土の泥土蒋痕つ 

く 精確に乏し【 

g 10YR% ノ、ミスつ蒋痕つかず。相性なし。 

h l y k 

了,5YR%∴開場 10YR%∴禍 10YR%∴璃禍 10YR擁∴褐 

火山灰土。鳩極上若干。靖痕つく。 

タンゴ状化。 

同上。十百日二。廿上 バミ水車子。 

全約二散在⊃ 

聴極上。火山灰需二十挫少ノ、ミス。 

指漁つかず言招告二王しっ 

同士。火山灰・バミス若干。指痕 

つく言舗大化。 

第I30図 EブロックEO`ソト実測図(63)(EH7If.p.2.EH74f.p.)
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No. 長 径 短 径 概 形 深 さ 備 考 

E 101 

0.35 0.28 椿円 0,24 

102 
巾0.4 長さ 0.3一- 

枝分れ。 -
0. 4.5 0.17 

103 
? 

0.3 ? 0,2 102中。 

104 0.2 0.2 方 0.21 

105 0.25 0.15 長方 0,42 102中。 

106 0.4 0.23 楕円 0.32 II 

107 0.25 0.18 II 0.23 II 

108 0.22 0.14 II 0.15 II 

109 0.28 0.18 II 0.4l II 

110 0.32 0.27 II 0,23 

112 0.16 0.1l II 0.24 

l13 0.2 0.13 II 0,21 

114 0.33 0.3 偏桃 0.24 

115 0.35 0.3 楕円 0.4 

116 0.32 0.28 長方 0,1 

117 0.5 0.43 II 0.46 

118 0.2 0.2 円 0.07 

119 0.22 0.2 II 0.16 

120 0.33 0.3 楕円 0.16 

121 0.36 0.27 II 0.19 

第I31図 Eブロックピット実測図(64)(EIO3f.p.他)
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86.5

十s27

E19

E【68p: No ・自他 中ロ坤

P.1 P.2 木板

86.5

86.5

晒 包∴∴∴調 性 状 そ∴の∴他 

I 

賞篤色 甲 

表土臆 

立上る 上器浩子 炭化約年i.訂・ 白子廿. 

II 火山吠買上 軟質:持直で明し 

用 種 し) (、 d ぐ f 鱒 

火口中和∴地面 二次雄持上 

ハミラ車高量人音 軟質∴紺紺じ 

吠満 同上 aよりややi_えら 同上 

帰伏薄 味栄樹 

大間天プロ・ク混入 ′、ミス・ブ 

口・クも多い やや軟∴中型性ふ 

∴ ′、ミス紅やや多い紺壮化 

靖薄 暗茶棚 略薄 

もっとも可男性つよい。しまI)悠 

おる ′、ミスプロ ′ク多、・ 

ハミス草岩上 ややしまる臆 油状 

化 用ヒ掘出】」畑二野上 

火山質土壌の出した轟分 

層 色∴∴∴瑠 性 状 そ∴の 他 

十 だ: 〈3) 丁.5YR当一弘調 川が水根ふよI) 了.い‖士子音明袖 

コヨi)にはなられ、。指疾っく二 

久し川和つつがこ混入二 間聖のくすれ二 

ハミス小娘若干量おろし 

ポソ召、ノにな←ノたしグ).′、ミス小 

塊を合し・ 

火回天の:I,け′しだもの 

出 直 10YR高∴∴薄 101’R笑∴黒拙 

火しl朕の祝し、者、ノけ∵/÷用よI) 部分的に他山の一部 

軟質〈 土台i立言 

惰畑土 

(6〉 (了) (8) (9) 了.5丁R名∴靖的 用言†‖当 (6)に近い 黒岩ク質 (」出二似る′、ミス′ト塊浩一十 コヨリができろ二 

両 (川 雄薄 暗薄 

天山吹上 ハミス粗紅ややらI)、 

相星二固くしまる臆 

やや固くしまる。下帖まとつ、ミス 

待多い造物が多い⊃ 

第i35図 Eブロックピット実測図(68)(EI68ピット群)
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lA

A’

85,5

径 深

P・1 0・2×0,14 0.06

EJ53P.2
†周 腫

一十 一十

E12 E13

EI201

上端径 0.85×0.6±

下II O.8±×0.45±

深 0.7±×0.37±

B経3。呈

層 色∴∴∴調 性 状 そ の 他 

aI aご b C 

了.5l’尺%黒禍 了.5YR笑黒禍 

聴植士∵ 2ぐm大のハミス岩上 措 炭化物・緋支土器岩 

疾っく。組状化、 上 

鵬枠上ハミス若手 はiよI同、粒) 依化物若十、 

aIよ申軟で、組状化( 

了.51’R)名的 7,5l′Rう名明的 

炭化物椿少_ 鵬柄士1:粉状化したノ、ミス上 

措疾っくニ 粘性に乏し 

ハミスト 鵬植十着一口ニよる汚れ臆 

措煩うかすつ 神性なし 

E」62p. (EI62住南側ヒ ノト、東西l

楢 色 勘 性 状 そ の 他 

a b e 

了.5l’R笑 了.うl’R亮 !褐 i褐 

小1工人ハミス混入。揺振つくし 組 

軟化.ノ、ミスと黒的色土の混士。 

′、ミな 指めりこむ二 組骨なし。 

第I36図 Eブロックピット実測図(69)(EJ53p.2.EJ59f.p.他)
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S

⊥S30 ⑱p

(三㌦ ㊥
涼や\ _/ /

-く一〇′ P. 27

E工5 E16 E17

十S31 十 十

S30〇十

E18

S3l」-

No. 長 径 短 径 概 形 深 さ 備 考 

P.1 0.15 0.15 円 0.19 

2 0.13 0.13 II 0.29 斜行 

3 0.3± 0.15 楕円? 0.22 P.2と重複? 

4 0.22 0.18 II 0.27 

5 0.5 0.2 II 0.22 

6 0.15 0.12 II 0.32 

7 0.08 0.08 円 0.04 

8 0.32 0.24 楕 円 0.33 

9 0.16 0,16 円 0.09 

10 0.13 0.13 Il 0.24 

11 0.16 0.15 II 0.24 

12 0.13 0.13 II 0.29 

13 0.2 0.2 申 0.23 

14 0.8 0.3 不整形 
0.4、0、34、 0.28 

凹部3 

No. 長 径 短 径 梯 形 深 さ 備 考 

P.15 0.2 0.15 楕 円 0.25 

16 0,25 0.15 倒 卵 0.22 

17 0.13 0.07 楕 円 0.08 

18 0.17 0.12 II 0.14 

20 0.22 0.15 II 0.31 

21 0.18 0.12 II 0.13 

22 0.2 0.15 II 0.23 

23 0.12 0.06 ダルマ 0.14 

24 0,13 0.07 楕 円 0.05 

25 0,1 0.1 円 0.08 

26 0.33 0.3 楕 円 
0.45、 0.21 

凹部2 

27 0.37 0.22 II 0.42 

28 0,45 0.15 不 整 0.18 

29 0.15 0.15 円 0.13 

第i37図 巨ブロックピット実測図(70) E」68遺構
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十S30

E17

E17

⊥S3l

A’

8華子㌫

E17

FA68.f,p.3

IA’

+s34 十

巳I9

S34十

二≡萎
FA68f.p.3

径 深

P.1 0.3×0.23 0.76

層 色 調 性 状 そ の 他 

a b C d e 

7.5YRシ了∴某 腑郡上パミス若干。指痕つかず。 炭化物・規土若干。 

粘性に乏しい。 

7.5YR%∴黒的 7.5YR%∴黒禍 7.5YR%∴黙視 

炭化物若干。 「計上。パミス若干。指痕つく。粘 

性に乏しい。 

同上。パミス磁少。靖放つく。枠 

欺化。 

同士。パミス30%。同上。同上。 

10YR%∴郵相 パミス。鷹栖土で汚れる。指振つ 

かす。粘性なし。 

径 深

P.1 0.32×0.18 0.23

第14I図 Fブロックピット実測図(l)(FA68p,I.FA68f.p.3)
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十S31

E11

FA62p.1 B’

FA62p. 2

M.P.

層 色 調 性 状 そ の 他 

a b C 

10YR%∴黒的 噛植土,ハミス者二㌔言南沢つく。 僚十・炭化物故米子。 

ポサボサし、描聴二乏し⊃ 

10YR葵∴黒的 10YR%質的 

炭化物若干。 同士⊃ バミス煉少。指振つくつ結 

性に乏し。 

バミス。聴腫上混入し、汚れる⊃ 

指紋つか十,緯性ない、 

FA62p. 1

径 深

P.1 0.3×0.22 0.19

S31十

E16

S32 十

楢 色∴∴∴調 性 状 そ の 他 

a b. ぐ d e f 

了.5l’R%∴黒禍 了.5YR擁,∴榔 10YR瑳音∴禍 

璃鮪上 ′、ミス昔上楕疾っく。 

炭化物軽少 

母状化二 

聴博士と火山吹が均一一に混入、ノ、 

ミス樽少。措疾っくこ 間柄ヒ」 

火山吹二上靖痕つかで点描乏しへ 

了.5YR%∴黒禍 韓植上 ハミス洋上 揺疾っく臆 

詐欺化音、 

10YR笑:!.朝 同上 高=二十`了j上 同上、同上 

7.5YRi)4 吹榔 同上 ノ、ミス坊、揺痕つかで、博 同上 

軟化、. 

g 10†’R%∴賞拙 ハミス∴鱒植士混入i_言潰しる 

靖叛つかで、拙偉なし 

第142図 FブロックEO`ソト実測図(2)(FA59f.p..FA62p.1他)
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2
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p鉦

P

6AF

2

1

い

P

17AF

0.35×0.35 0.09

晒 色∴∴∴調 性 状 そ∴の 他 

a b e d e f 

了.5l’R二㌧:l、割 高l“R者臨調 

蒋肝上掃痕/ナき臆 雷サ予サ∴結 鱗少の′、ミフ」i苅ヒ 

樟無し, 約、 

同上 i【i廿言 同上 2-3O。 概少の母上 

のハミスと眉二の規ヒ物混入こ 

了.待R者∴榔 了.5l’R名∴にふ 

ハミスと、炭化物差 同上 同上 同上 火=恢士 

が均一に混合ニ 

‾手混入喜 劇ヒ物昔千混入二 

ハミス。靖頂つが十へiI,=・.臆 脂植 
い薄 

十・筏土岩二手混入つ 

2.5丁R宮 木薄 椀士こ 靖痕深くつきノ、サ′、サ 同 

上 噛植上帝一十 

丁.5l’R名∴昭的 同上 鱒植上 聞上 同上200。のノ、ミ 

ス言星人。 

gl 了.5YR㌧∴薄 鱒植上こ4000の′、ミス混入臆 揺寮 炭化物極少 

つく 同上 

gご )l 1 

同

上 了.5l’R高調 

時雄十仁′、ミス1の毒口_ 同上 

同上 ノ、ミス100b混入、 

同上 

′、ミス_ 同士二 Iii=∴ 

毒YR:′㌧∴黒薄 博持上∴措煩つく∴緯状化、 

I 
同 上 同上 同上 同上 ハミス極少臆 

k 高YR当 同上 高月二二蒋痕湊つく二 恒=二 ハミス浩子 

1 了.昔R∴音 薄 ′、ミス臆 揺寮つく、温帯なし∴し 

三世∴i黒薄色鴨埴土混入 

第I43図 Fブロックピット実測図(3)(FA68p.2.FA71p.I・2)
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EG65 f,P, (第123図・図版51) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EH65f.p.に先行か。 〔平面形〕

内形基調。 〔縦断面形〕ビーカーに近いフラスコ型と思われD-2とした。 〔規模〕 (2.7±×2.

55±) ・ (×) ・ (2.6±×2.45±) ・ (1.12±→0.88±) 〔堆積土〕自然堆積と思われる。 〔床面〕中

央にp. 1と東南部に礫1があるのみ。 〔年代決定の資料〕壁土出土のものを二次的に用いると、

大木8 b式期かその前後と思われる。

EH65 f.p. (第123図・図版51) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EG65f.p.に後続か。 〔平面形〕

重複で不明。円形基調か。 〔縦断面形〕フラスコ型と思われD-1の仲間とした。 〔規模〕 (下端

1.5±×へ) ・ (深さ0.68土へ0.55±) 〔堆積土〕 (⊃・①などの存在は不自然である。 〔床面〕中央

付近と西北部直下に土器片各1を分布。 〔年代決定の資料〕壁土下位のものを用いると大木10式

期一後期部頭と思われる。

ED56f.p.3 (第90、 91図・図版34) 〔検出面〕 M.P.層中か。 〔重複〕 EC56f.p.2に先行か。 ED59

f.p.1、 ED53p.3.4とは記録を欠く。 EC56住居跡に先行。 〔平面形〕楕円形主体。 〔縦断面形〕

完掘時はフラスコ型と思われ、 D-1の仲間とした。 〔規模〕 (2.5±×?)・(×)・(2.

05±×?) ・ (1.1±へ?) 〔堆積土〕実測図未完の為詳細不明。自然堆積か。 〔床面〕特記事項な

し。 〔年代決定の資料〕壁土出土と思われるものを用いると、大木7 a式期かその前後と思われ

る。

(c)遺物包含居 C区の北東面傾面に遺物包含層を検出した。集落跡(拠点的なそれ)に伴うこ

との多いものと思われ、本遺跡の性格規定上の一要素となる。大別I-IⅡ層が認定されている

が、遺物のあり方には時間的まとまりはない。下層からもより新規の遺物が出土している。し

たがって二次堆積層と見徹されるべきものである。ただし遺物の圧倒的多数を占めるのは前期

末一中期初頭のものであり、その期についての一応の資料にはなしえよう。本稿はその立場に

ある。ちなみに遺物包含層検出の遺物には、早期末→前期初頭、前期後葉一前期末、中期全般、

古代の各種のものがある。
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(d)石器製造跡(第144、 145図)

調査地の中央やや南寄り、西端部に位置する。当遺構は石器製造跡として確認されたもので

はないが、他より石核、剥片等が多数発見されたことから命名された由である。遺構として記

録されているものは南北とも約15cm下がった地域の溝及び柱穴である。溝は両者とも幅15-20

cm、深さが10cm内外の極めて小規模なもので、 N20OEを示す。柱穴は第一図のような配置をな

し、規模等は表のとおりである。

遺物は石器製造跡として登録されて取り上げられた石器391点(このうち約50点は現存しな

い)、土器206点(一括資料を含む)と、 DJ、 DI、 24、 27グリット出土遺物石器50点、土器、

石器製遺跡内一括資料等石器26点、土器である。

登録された遺物の分布は石器等が溝1 、 2の間を幅50へ60cm、長さ約5mの帯状に密集し(約

65%)、これ以外では極めて希薄となる。土器は全体的に散在している。製造跡の遺物を構成す

る石器等は礫93(27.5%)、石核13(3.9%)、剥片151(44.7%)、砕片25(7.4%)、石器類56(16.

6%)で、剥片がほぼ半数を占める。自然石はいずれも丸味を有する川原石で、まとまりとして

捉えられないこともないが、特に意味のある配石とは見られなく、石器類と混在状態である。

これらの中には台石あるいは叩き石等が含まれていると考えられるが、使用痕の観察されるも

N() 深 さem 個 考 

1 40×45 50 .印号il 

2 45×5ひ 65 

3 35×40 50 

4 50×35 65 

5 80×70 90 

6 25>く25 30 

7 30×35 15 

ヽ8 」0×30 80 

!) 8う×80 80 

10 35×35 80 

11 25×30 70 

l二 35×35 15 

lこう 30×40 7し) 

14 35×`15 .10 
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のが見られず特定できない。

(B)古代 とりわけ奈良時代末期から平安時代にかけての遺構は、 ⑪竪穴住居跡 ⑤諸

ピット類の2種のみである。その住居跡の多くの占地状況を見ると(第146図)、極めで瞑重に

地形にそったものであることがわかる。段丘の平坦部に占地するものがほとんどである。その

中で、稀に斜面にのっているものなどには、何らかの別種の機能を想定すべきかと思われる。

(a)竪穴住居跡

CJ12住居跡(第147図・図版60) 〔検出面〕実測図託に「(前略)縄文時代の包含層につくられ

た住居址である(後略)。」とある。 〔重複〕CJ24住居跡東端部のピット類に重複する。 〔増改築〕

明確な記載は無い。 〔平面形・方向・規模〕重複その他で正確は期しがたいが、東西2.3m X南

北2.2へ2.3mの略方形で軸方位はN15Wとも測れる。 〔堆積土〕実測図を欠き不明。 〔壁〕現

壁高0.2へ0.lmであまり垂直にはならず、凹凸に富む。 〔床面〕平坦以外の特記事項は無い。

〔柱穴等〕記載なく、存在しなかったと思われる。 〔周構〕同前。 〔カマド他〕撹乱のため、神

都と燃焼部底の焼土のみが残存するのみ。右(東方)袖部と思われるものはシルト質土で築か

れた巾0.2×奥行0.6mのものであり、焼土の厚さは0.04へ0.01mである。煙道・煙出しの記載

は無い。 〔年代決定の資料〕床面上の土器片である。時期不明である。

DA24住居跡(第148図・図版60) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 CI21住居跡・CJ24住居跡・

DB18f.p..DB21f.p.に後続する。 〔増改築〕単期と思われる。 〔平面形・方向・規模〕掘り過

ぎ等があるが、東西3.3×南北2.9mの、東西長の長方形となり、軸線はN13。Eとも測れる。 〔堆

積土〕実測図を欠く。 〔壁〕傾斜して立ち上がり、現壁高は0.4m前後である。 〔床面〕大略平坦

である。実測図は欠くが貼床、なる表現があり、それは数cmの厚さであったらしい。 〔柱穴等〕

記載はいずれにも無く、存在しなかったと思われる。 〔周溝〕同前。 〔カマド他〕北壁のほぼ中

央に設けられ、本体間口0.9×奥行0.7m。燃焼部底は焚口部底より0.1m前後下位になる。袖

部は暗褐色土を主体に、黄色砂質粘土・青灰色粘土等の混土と、 0.1m前後の礫から築かれる。

煙道・煙出し部は長さ1.3×巾0.4mである。煙道部は燃焼部側が浅く、煙出し都側が深いが、

煙出し部に至る直前で再度浅くなる。 〔貯蔵穴〕記載は無い。 〔その他の施設〕床面上にP. 1・

2があるが、性格不明。 〔年代決定の資料〕床面上出土の土器類であり、奈良末と思われる。

DD18住居跡(第149. 150図・図版60) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 DE18住居跡に後続。

〔増改築〕単期か。 〔平面形・方向・規模〕掘りすぎなどで乱れているが、東西2.4×南北2.5m

の略方形と思われ、軸方位はNlO50Eである。 〔堆積土〕上層そのものは自然堆積層と見徹して

おくが、礫群は人為的投棄の所産と考えられる。 〔壁〕ほぼ垂直に立ち上がり、現高0.45m前後。

〔床面〕ほぼ平坦で遺物類・炭化物等が分布した。 〔柱穴等〕記載無く、いずれにも存在しな
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かったと思われる。 〔周溝〕記載は無い。 〔カマド他〕東壁中央からやや南寄りに設けられる。

乱れてはいるが、本体は間口0.8×奥行0.55mの規模と思われ、袖部は土砂の積み上げにより築

かれる。燃焼部底面は皿状に凹む。焚口部底に若干の土器片が存在した。煙道・煙出しは0.5m

と比較的短かいが、実測図を欠く。なお煙道部の東方への延長上に礫群A ・ Bがあるが、詳記

を欠き性格不明。煙出し部に関連する可能性をもつ。 〔その他の施設〕記載は無い。 〔年代決定

の資料〕床面上検出の土器類である。奈良時代末と思われる。

DG24住居跡(第150. 151図・図版61) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 DE24溝状遺構に先行

し、 DH24f.p.に後続する。 〔増改築〕単期か。 〔平面形・方向・規模〕本来は東西3.4×南北3.

5mの略方形で、軸方位はN73OEとも測れる。 〔堆積土〕実測図を欠く。 〔壁〕現高0.6へ0.2m

と、部位により異なる。西壁に張り出し様のもの①・②があるが、詳細不明である。 〔床面〕ほ

ぼ平坦である。 〔柱穴等〕床面中央のP.工(長径0.6×短径0.4×深さ0.2mで、中段をもつ)は、

柱穴と所謂ロクロピットの両様の可能性をもつが、ここでは根拠は無いが、前者のものを想定

しておく。 〔周溝〕記載は無い。 〔カマド他〕東壁中央からやや南寄りに設けられる。残存状況

不良だが、本体間口0.8×奥行0.4m程度と思われる。本体も堂外に位置するとも見える。燃焼

部底はやや掘り凹められ、倒立位の土師器が存在した。神都の集成の記載は無い。煙道は所謂

くり抜き式と思われる。煙出し側が深くなり、煙出しそのものは垂直に立ち上がる。 〔その他の

施設〕記載無く存在しなかったと思われる。 〔年代決定の資料〕土器類であり平安時代か。

DH18住居跡(第152.153図・図版61) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 DJ21住居跡に重複し、

DH15f.p.1-3. DH18f.p.等に先行する。 〔増改築〕南壁を共有する形での拡張があり(古- 1

住、新-2住)、かつ、 2任期にカマドのつくり替えも行なわれたらしい(古-カマドl、新一カ

マド2)。 〔平面形・方向・規模〕 1住一一辺4.lmの略方形、 2住一東西5.8×南北5.Omの長

方形。軸方位は両者ともNlO。E。 〔堆積土〕実測図を欠き詳細不明だが、 1住廃棄後の拡張にあ

たり、若干の貼床的措置を施こし2住床面としたらしい。 〔壁〕ほぼ垂直に立ち上がり、現高、

l住0.3m、 2住0.2m前後となる。 〔床面〕貼床以外の特記事項は無い。 〔柱穴等〕別表のピッ

ト類がある。平面配置からするとP.4.5.7.12が1住に、 P.1 .3.9.11が2住に対

応する可能性がある。 〔周溝〕記載は無い。 〔カマド他〕 1住-その記載は無い。東辺中央やや

南寄りの煙土はその痕跡とも考えられる。 2住一カマド1…北壁中央やや西寄りに煙道・煙出

し部のみが残存する。長さ1.6×巾0.4m。ほぼ平坦に推移し、煙出し部のみがやや深くなる。

カマド2…南壁西端に、煙道を南にのばして設けられるが、袖部は残存しない。煙道部底は貼

床を掘り込んでおり、そこから煙出し部は登り匂配となり、さらに一旦水平になり、煙出し部

は一段深くなる。燃焼部と煙道部境界には礫が配置される。本体奥行0.9m、煙道・煙出し部長

さ1.3×巾0.9へ0.3m。なお煙道部とした部分のうち、巾広の部分も燃焼部と見徹すことも不可
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能ではない。 〔貯蔵穴〕 P.16・13などにその可能性があるが、断面図を欠く。土器類の出土は

その可能性を示すものではある。 〔その他の施設〕 1住の北東・西北隅、南壁沿いに巾0.6mの

“軟かい部分、があるとされる。断面図を欠く故に詳細不明だが、住居構築時の“掘りかた、

の可能性もある。 〔年代決定の資料〕床面上出土の土師器類他であり、平安時代と思われる。

DJ21住居跡(第154図・図版62) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 DH18住居跡に重複し、 EA18

f.p.に後続する。 〔増改築〕単期か。 〔平面形・方向・規模〕北辺3.0×南辺2.4m.南北長3.Om

の台形に近い。軸方位はN14Wとも測れる。 〔堆積土〕薄層が多いのがやや気になるが、自然堆

積と見徹しておく。壁土上半の礫は、人為的投棄とも考えられる。 〔壁〕傾斜して立ち上がり、

現高0.4m前後。 〔床面〕ほぼ平坦である。 〔柱穴等〕記載は無く存在しなかったと思われる。 〔周

溝〕同期。 〔カマド他〕北壁中央からやや東に寄って設けられる。本体間口0.7×奥行0.6m、袖

部は火山灰とクロボクの泥土と小礫で築かれる。燃焼部底はやや掘り凹められる。煙道・煙出

しは明確な区別はもたず、長さ1.05×巾0.44×深さ0.46mの規模で、煙出し部へと深くなる。

〔そめ他の施設〕記載は無い。 〔年代決定の資料〕床面上出土の土器類で奈良末か。

DJ27住居跡(第155図・図版62) 〔構築面〕 K.T.層中。 〔重複〕 EA21f.p.に後続する。 〔増改

築〕 2壁を共有する拡張が行なわれたと思われる(古-1住.新-2住)。 〔平面形・方向・規

模〕 1住一東西2.9×南北2.8mの略方形。軸方位は磁北に一致する。 2住一東西3.6×南北3.

4へ3.3mの東西長の長方形で、軸方位は上に同じ。 〔堆積土〕最下位の⑤の性格の詳記を欠く。

貼床的措置の可能性もある。また下半部に所謂“粉状パミス、を含む④が見られる。 〔壁〕傾斜

して立ち上がる。現高0.4̃0.3m。 〔床面〕ほぼ平坦だが、 2住の壁直下から中央寄りが緩く傾

斜する。また西北隅が0.lm程度凹む⑤。 〔柱穴等〕記載は無い。 〔周溝〕同前。 〔カマド他〕痕

跡的な2基があるが、先後関係の記載は無い。カマド1…東壁中央からやや北寄りに付され、

神都の痕跡と、燃焼部底の焼土のみが残る。煙道は所謂くり抜き式で、煙出し部へ向かい深度

を急に増す。煙出しはほぼ垂直に立ち上がる。本体間口0.8m、 N90。Eである。カマド2…南

壁中央からやや東寄りに付され、本体部は痕跡のみで、燃焼部底のみが残る。それによると本

体間口は0.8m前後となる。煙道部はくり抜き式で、燃焼部底より0.15m高くなり、平坦のま

ま煙出し部にいたる。両者を合して長さ1.1m、深さ0.3m。 〔貯蔵穴〕東南隅のP. 1 (長径0.

55×短径0.5×深さ0.2mの略円形)がそれとされ、周縁に土器が貼りついている。 〔その他の施

設〕 P. 2があるが性格不明。 〔年代決定の資料〕既述のb等出土の土器で平安時代か。

DJ50住居跡(第156図・図版62) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 DJ50p.2、 EA50f.p.l. 2に

先行する。 〔増改築〕単期と思われる。 〔平面形・方向・規模〕東西4.0×南北3.9へ3.5mの略方

形で軸方位はN5Wとも測れる。 〔堆積土〕比較的単純な層相を示す。 ④中位から床面にかけ

ての多くの礫群は、人為的廃棄の結果とも思われる。 〔壁〕ほぼ垂直に立ち上がり、現高0.3̃0.
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15m。 〔床面〕ほぼ平坦であるが、北東隅に落ち込み、西壁にp.1 ・ 3、南壁に焼土2、北壁

にp.2等が存在した。 〔柱穴等〕 plへ3があり、深さはそれぞれ0.12・0.6・0.7mとなり、

p.2・3にその可能性があるといえる。 〔周溝〕記載は無い。 〔カマド他〕北壁中央やや東寄り

に付され、本体間口0.45×奥行0.4mで袖部は土砂集成によっている。燃焼部底は皿状に凹む。

焚口部に礫2がある。煙道・煙出しは長さ0.6×巾0.15×深さ0.2へ0.3mの規模である。燃焼部

底面から若干深度を増しつつ移行し、煙出し部で明確に深くなる。煙出し部との境界近くにも

礫があり、さらに煙出し部上位にも存在する。 〔その他の施設〕北東隅が若干深くなり、貯蔵穴

様のものとも見えるが、性格不明。 〔年代決定の資料〕床面上他出土の上器群であり、奈良末と

思われる。

DJ62住居跡(第157図・図版62) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 DJ59 f.p.、 EA62 pに先行す

る。 〔増改築〕単期か。 〔平面形・方向・規模〕東西2.95×南北2.9mの略方形で、軸方位はN13o

Eとも見える。 〔堆積土〕比較的単純である。 〔壁〕ほぼ垂直に立ち上がるが、現高0.15m前後

とかなり浅い。 〔床面〕ピット・掘り込み等が多い。 〔柱穴等〕 p.1へ20までのものがあるが、

深さからみて、可能性のあるのはp.8 ・11・14・19などであろうが、平面配置の規則性は看取

できない。 〔周溝〕その記載は無い。ただしp.9 ・10にその可能性がなくもない。 〔カマド他〕

いずれの記載も無い。 〔その他の施設〕いずれの特記も無い。 〔年代決定の資料〕床面上出土の

土器類であるが、奈良末か。

EA12住居跡(第158図・図版63) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EBO9f.p.1・2、 EB12p.、 EB12

f.p.、 EB15f.p.、 EC12f.p.1.2などに後続する。 〔増改築〕単期か。 〔平面形・方向・規模〕一

辺6.1mの略方形をなし、軸方位はN15OEとも測れる。 〔堆積土〕実測不備のため詳細不明であ

るが、自然堆積とも見徹しうる。 〔壁〕ほぼ垂直に立ち上がり、現高0.3へ0.4mである。 〔床面〕

基本的には平坦である。詳記中“貼床、なる表現があるので、詳細不明ではあるが、そのよう

な措置がとられていたと思われる。 〔柱穴等〕床面上にp. 1̃5などがあり、その平面配置を

みると、 p.1へ4が主柱穴の可能性をもつ。 〔周溝〕その記載は無い。 〔カマド他〕北壁のほぼ

中央に付されるが、実測図を欠き詳細不明。写真等から類推すると、神都は芯に土師器嚢等を

埋置する形式である。燃焼部底はピット状に掘り込まれる。煙道・煙出しも詳細不明だが、煙

出し部が若干深くなるらしい。 〔貯蔵穴〕その可能性をもつものが北東隅に検出された。土器類

が集中する。 〔その他の施設〕本遺構は焼失家屋であり、大量の炭化材が床面上に検出された。

その状況は写真で示す。材の特徴についての記載は無い。樹種はクリを中心とする。 (後掲)。

〔年代決定の資料〕床面上・カマド袖部検出の土器類であり奈良末か。

EA21住居跡(第159̃162図・図版64) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EB15p.、 EB18f.p.、

EB21f.p〇、 EC15f.p.1、 EC18f.p.1、 EC21f.p.等に後続。 〔増改築〕その記載は無い。 〔平面形・
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方向・規模〕東西5.55×南北5.5へ5.Omの略方形となり、軸方位はN15。Eとも測れる。 〔堆積

土〕一応自然堆積と見徹しておく。 〔壁〕ほぼ垂直に立ち上がり、現高0.5mと比較的深い。 〔床

面〕若干凹凸がある。範囲は明示されていないが、貼床的措置もとられていたらしい。 〔柱穴等〕

その記載は無い。 〔周溝〕同前。 〔カマド他〕北壁のほぼ中央に付されるが、本体一神都の実測

図を欠き詳細不明。土器・礫・掘り込み等から類推すると、間口1.0へ0.8×奥行1.Omの本体と

なろう。袖部芯には土師器聾・礫が用いられる。燃焼部底は0.3m程度掘り凹められ、さらに中

央部に小穴もあることから、支脚も設置された可能性がある。燃焼部と煙道部境界に小穴があ

る。煙道・煙出しは所謂くり抜き式で長さ1.0×深さ0.6m、煙出し部に向けて深くなる。なお

カマド神都と煙出し部の上位に礫群が見られるが、その性格についての詳記は無い。しかし正

確な重複状況からして、カマドに備わった措置とみておく。 〔その他の施設〕記載は無い。 〔年

代決定の資料〕カマド神都・床面上出土の土器群であり奈良末か。

EC56住居跡(第163、 164図・図版65) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EC56 f.p.1他のピッ

ト群に先行する。 〔増改築〕単期か。 〔平面形・方向・規模〕一辺4.05mの略方形となう。軸方

位はN95。Eとも測れる。 〔堆積土〕中位に所謂粉状パミスのブロックが少量分布するのが注意さ

れる。一応自然堆積と見徹しておく。 〔壁〕ほぼ垂直に立ち上がり、現高0.1m程度である。 〔床

面〕ほぼ平坦であるが、西壁中央からやや南寄りに粘土ブロックが貼りつく形で分布する。北

半に若干量の礫も分布。 〔柱穴等〕深さからするとp.1 (0.35m)、 p.2 (0.6血)の二個にそ

の可能性があるが、配置の規則性は無い。 p. 2は貯蔵穴的な位置にあるともいえる。 〔周溝〕

その記載は無い。 〔カマド他〕東壁中央からやや南寄りに付され、本体間口1.1×奥行0.6m。袖

部のつくりは不明。燃焼部底は皿状に凹む。焚口部前方が段をなくて高くなる。煙道・煙出し

は本体の軸方位からははずれ東南方に屈曲する。東壁との角度は約130。 (600)をなし、長さは

0.3mと短かい。 〔貯蔵穴〕既述のp.2にその可能性もあるが、不明としておく。 〔その他の施

設〕記載は無い。 〔年代決定の資料〕床面上出土の土器類であり平安時代か。

ED27住居跡(第165図・図版65) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EF27f.p.他のピット群に後

続する。 〔重複〕単期か。 〔増改築〕その記載は無い。 〔平面形・方向・規模〕東端部のみであり

詳細不明だが、南北長5.8mで壁方位はN50Eである。 〔堆積土〕実測図を欠き不明。 〔壁〕傾

斜しつつ立ち上がるらしいが、凹凸に富む。 〔床面〕異常なほど凹凸に富み、かつピット類・焼

土・遺物類も存在する。 〔柱穴等〕 p.l-8までのものがあるが、深さのみをとるとp.2・7

等にその可能性がある。いずれも東壁に寄った位置にあることになる。 〔周溝〕その記載は無い。

〔カマド他〕床面上の焼土3の分布を見る程度で調査範囲内ではその存否は不明。 〔その他の

施設〕記載は無い。 〔年代決定の資料〕焼土p. 1の土器類であり平安時代か。

EE50住居跡(第166図・図版66) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 ED53f.p.1他のピット群と

-
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近世墳墓周溝に先行する。 〔増改築〕単期か。 〔平面形・方向・規模〕長辺2.9×短辺2.3mの略

長方形で軸方位はN500Eとも測れる。 〔堆積土〕自然堆積と見徹しておく。 〔壁〕傾斜しつつ

立ち上がり現高0.7へ0.4mで、北側が深い。現状は凹凸に富む。 〔床面〕ほぼ平坦で、中央部に

焼土・炭化木材・礫・土器片等が検出されている。 〔柱穴等〕その記載は無い。 〔周溝〕同前。

〔カマド他〕北東面壁中央に付され、本体間口1.0×奥行0.6×高さ0.2m。焚口部と燃焼部底が

若干凹む。煙道との境界に段がつく。袖部は土砂積みにより築かれ。左側袖に土師器嚢が埋置

される。煙道は詳細不明だが、煙出し部に向けてやや深くなる可能性がある。 〔その他の施設〕

特に記載は無い。既述の焼土・炭化材等の量は、焼失家屋を想定させるほどの大量のものでは

ない。 〔年代決定の資料〕袖部他検出の土器類であり、奈良末か。

E162住居跡(第167図・図版66) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EJ59p.他のピット群に先行

する。 〔増改築〕単期か。 〔平面形・方向・規模〕長辺3.1×短辺2.8の略長方形をなし、軸方位

はN20oEである。 〔堆積土〕遺構全体のそれの実測図を欠き不明。 〔壁〕ほぼ垂直に立ち上がり、

現高0.4へ0.1mで、北部が深い。 〔床面〕基盤に沿って南へ傾斜する。炭化木材・土器片の若干

が分布する。 〔柱穴等〕その記載は無い。 〔周溝〕同前。 〔カマド他〕北東面壁中央に付され、間

口0.8×奥行0.7mの規模である。神都の集成状況は不明だが、地山削り出しではなさそうであ

る。煙道は巾0.4×長さ0.6×深さ0.3m前後となり、壁(燃焼部)際が浅い。煙出しは径0.3×

深さ0.7mとしっかりしたものである。なおカマド本体と煙出し部付近に礫の集積があり、何ら

かの関係をカマド他ともつものであろうが詳記は無い。 〔その他の施設〕記載は無い。 〔年代決

定の資料〕床面出土の土器類であり、奈良末か。
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第i49図 DDI8住居跡実測図( I )
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ぐ木炭+

DD18伍、堰鞘土

層 色 調 性 状 そ の 他 

a b b’ C d 

7.5YR%∴操的 7.5YR%憶鴨場 同士 

聴植土と火山灰の泥土。指摸つか 

下位に炭化物。 駿・炭化物が中央に 

れ、。粘性なし。炭化物・蝶・士 

的、縄文庁舎在 

火山灰。垢痕つかず。精性なし。 

明褐色火山凪星人。 粧‡-。 

炭化物・明禍色火山灰を欠く.そ プロ・ソクか 

の他bに同じ。 

7.5YR労∴黒色 火il恢若干混入。 聴植土。指痕ややつく。裾偉やや 

あり。 

7.5YR労∴暗禍 1へ2c鵬の轢。 

d e f 

火山灰。精確なし。 

7.5YR% 同上 蒋痕つかず。言古廿。火山吠・土器 灰若干こ 

片。 

7.5YR% 同上 1e調の轢, 火山I亙言車上吉相二・焼土着十。 

g 7.5YR% 明褐 同上。 

住居体面壇.I)すぎ部 分か。 

88.5

DG24住、ガマド煙道

層 色 調 性 状 そ の 他 

a b C d 

10YR労∴鱒 聴楢土指浪つく,タンゴ状化。 

規土着十。 バミス若二手。 

7.5YR盤∴憶 火山灰土。指鋲ややつく。iこii上 

10YR磐 衛禍 司」∴ 蒋疾っく。 同上 

了.5YR敷∴憾 同上。∴指痕ややつく。 同上 焼土・炭化物弟子。 

ガマド 袖

S N
87.3 87.3

燭 色∴∴∴調 性 状 そ の 他 

a b 

7.5YR彩∴黒的 噛耕土・火山I木棺撮つかず。か 火山灰・炭化物・僚 

たくしまる。粘性なし。 十・土器混入。 

紬 

注記なし。 

粘土・焼土の混合土粘性なく、 

かた〈しまる。 

屈 色 捌 性 状 そ の 他 

a a b C 

7.5Y虹彩∴黒的 騎柵 

土火回亙揺痕つかない。か まる(掘-;i 

火山I宿星人 

7.5YR為接昭博 たく 火山 し_る。,羅山し。 灰。指痕ややつく。ややかた cのプロ ′クかつこ 

くIきる 雅雄な) 火山味・a 

2.5YR%撞木的 

)⊂タ・〇l 層土・炭化物。旋土着二刷と入。 

麓十・火山吹・鮎ヒ 健二 靖掠つかずこかだ〈しまるっ 

砧し ややあI)。苦半タンゴ状lしか 物"土器詳二手 

7.5YR%∴鴫禍 火I I亙措痕つくっ 若手組、。亨古 縫土・土器‥Iく山灰 

性ノ I〉二、純減化。 宮子∴ 

柄 色∴∴∴捌 曽 状 そ の 他 

a b 

昭的 やや羊 住み-)。ハミス岩二手。 焼土・炭化物若干。 

叩 クロボク。火山灰ブロンク・バミ 

ス微粒着工温性あI)⊃ 

第I50図 DDI8住居跡実測図(2).DG24住居跡実測図( I )
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第I5I図 DG24住居跡実測図(2)
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DH18住、床pp l (p:11)

屈 色 調 性 状 そ の 他 

a b C 

IOY甘葬∴黒褐 聴範士。指入I)こむ。粘性おづか、 

10YR%同士 7.5YR%∴明的 

離本土と火山灰の泥土。描漁れ二 

かに搬り。粘性あI)。 

火山灰。靖撮れづかに残る。コヨ 

i)軟化。 

8二葉輔弼マ

轟
DH18住、南ガマト’堆浦上

層 色 調 性 状 そ の 他 

a al b 

了.5YR葵∴黒的 10l’R名∴黒 

クロボク∴筒決わつがこ ダンプ状 筏十・炭化物・土器 

化。 片岩:上 

机上 揺無残る。 同上 

焼十・炭化物・パミ ス’"小難†干。 炭化物・瞭・クロボ ク岩上 壊・炭化物・バミス 若干ニ 炭化物・燈土・バミ 

5YR労櫨暗鮒 位土二 桁痕わつが二∴同上 

bi ぐ d 

5YR名 同上 聞.上 指寮残るっ コヨ間柄ヒ。 

5l’R%∴黒的 10YR%∴靖薄 

性十・クロボク混十指疾わイか。 

ダンプ状化。 ス詳二㌔ 

クロボクこ iうi主上,∴串」上 

筏士・炭化物・詳白 色粘土若干。 

晒 色 i・ 性 状状 そ の 他 

dI 生 e f 

5YR%昭赤禍 10YR労∴暗禍 2.5YR擁∴赤禍 

特上・クロボク混十。指浪残る. 焼十・炭化物・喋若 

コヨ)I状化。 千∵ 

シIしト・クロボク混土。同士。ダ 旋十・炭化物・十千日 

シナ軟化。 色粘土差十。 

焦土っ靖喪残らず。粘性なしう 炭化物若干。 

5YR擁∴にふ 火山吹6:勿⊂ポク牛脂入りこ 炭化物・榛二王靖子。 

い禍 
む 同上 

g 7.5YR擁音∴的 火山鳩指痕残る二 コヨi)状化。 炭化物雄二上 

h Ci Cご 

同 士 刷上靖味わつか。靖性なし二 なし, 

了.5YR% 黒禍 クロボク∴掃痕残らず。同上 

炭化物〇位士多量。 瑛若干。 炭化物"機工若干。 了.5YR% 同上 同上 同上 匡=二二 

第I53図 DHi8住居跡実測図(2)
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D」21住、煙道堰椰土 (南北方向) ・(東西方向)

層 色∴∴∴調 性 状 そ の 他 

a b C d e 

了.51′R労∴∴褐 10l’R%∴昭褐 10YR%∴黒的 了.51’R%∴鴫褐 了.5YR% 

火山灰6:クロボク4。指痕つく。 焼土・炭化物・小猿 

タンゴ状化しれ、。 混入。 

クロボク8:火山灰2。指疾つか たたいて綴ってある 

れ、。タンゴ状化せず。棋士・炭 

部分。 駕土・炭化物・小聴 

化物・小猿・パミス若干混入。 

クロボク。指が入りこむ。粗な准 

蹄。タンゴ状化しれ、。 ・土器片混入。 

同上。同上。タンゴ状化。密は堰 焼土・炭化物・土器 

積。 片混入。 

火山灰。指鋲つく。ダンプ状化。 

詰∴ガマ欄鰍よ雄性度が破壊されていた。火山灰・タロポク混合土に中藤を 

加えて築いてある。 

DJ21住、ガマド樵椋郎贋(東西方向)

楢 色 調 性 状 そ の 他 

a d 

了.5YR%∴蹄禍 火山灰土。指掠れづかに残る。ダ 炭化物・規士君子混 

51’串落∴暗褐 

シナ状化。 入。 

焼土。 同上。 同上。 炭化物多量。 

之
園
田

簡
着
せ
読
了
滴
荘

陪
臣
「
温
田

W

関

南
離
油
田
心
ヾ

D」21伍、堰椰土、

楢 色 調 性 状 そ∴の 他 

a al a:; a3 a-1 as b 

10YR%∴悪制 蒋痕つく。拙作なし。 パミス・焼土・小蝶。 

7.5YRヲ4同上 10YR%同上 

クロボクと火山灰の泥土。靖痕つ 同上e鮎ヒ耽 

く。紐拭化。 

同上。 靖疾っく。 清作みI主 

小桜混入. 10YR葵 同士 同上。∴向上。 粘性み=。 

同 上 クロボク。同上。∴粘性ややみ)。 練土混入。 

7.5YR?4 同上 同上.iii廿。粒状化。火山灰若干。 根上・炊化物若干. 

10YR% 鴫的 火山灰言高月三溝性あI主クロボ 同 上。 

bi a6 a了 a8 a9 b3 

10YR%∴同上 

ク若干, 

小瑛若干。 火山灰1:クロボク1、指が入るこ 

紐状I上 クロボノ。拾療つく。粗描と。火 10YR%∴黒禍 筑土若干。 

山灰・′I、錬若干。 

7.5YR多く 同士 ′」、摸着手。 クロボクに洋子の火山灰が混入。 

靖疾っく言剛性おり。ハミス若干。 

同 上 炭化物若干。 「古口二。 同士。∴同士。 

10l’R% 同士 クロボク士。指潰やや残るこ柑笠。 矯土着干。 

あまI)なし。ハミス・火山灰・′ト 

7.5YR労∴昭禍 

轢若干。 

焼土着干。 クロボク1:火山恢1っ鯖賞やや 

の÷.る詳細ややおり。火山味と 
小磯混入。 

第I54図 D」2I住居跡実測図
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.N2†

E14

b b
b b b

P l (0.13)

2 (0.06)

3 (0.25)

4 (0.21)

5 (0.19)

A’

8To 6

掛

軸聞産室雲量 b

D」62住∴推舐土

0.07

0.13

0.09

7 (0.19)

8(籾

9 (0.05)

晴
’
1
H
喜
田
り

㈹
両
町
㈹
時
㈹
椅
醇

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

1

1

1

1

1

1

1

1

10 (獄

20 (記載なし)

層 色 調 性 状 そ の 他 

a b C 

了.5YR努∴黒褐 聴植土。指痕つかず。粘性なし。 

炭化物・土器片・火 山灰三十十混入。 炭化物詳十。 7.5YR%∴∴禍 火山灰士。指痕ややつく。ダンプ状化。 

かた〈しまる。 

7.5YR%’∴∴黙 投化物若干。 火山灰と黒色士の混士 折損ややつき、粗 

他なし。 

第i57図 D」62住居跡実測図
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第i59図 EA2i住居跡実測図(l)
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第i60図 巨A2I住居跡実測図(2)
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十s3

廟 色 調 性 扶 そ の 他 

a b C d 

7.5YR%∴∴褐 若干タンゴ扶化。若干指鋲つく。パミス若干。 飴土若干。 

5YR%∴赤禍 粘性れづか。 同 上。 筏土。CよI月よ樹ナ 

2.5YR%∴赤禍 粘性なし。ポロポロ。 バミス若干。 ていない。 強くやけた棍土I鵜 

了.5YR%∴∴籾 同 士。 同 上。バミス若干、瑛多い。 

e f 

同 士 同 士。dよりしまろう 同」二。同」∴ dに似るが、細かい。 

了.5YR究 明褐 紐状化。若干指疾っく。 椀土若干。dに似る 
g 了.5YR% 薄 裾旧主と人となし、同士なるも用しやすい。 岡 上。同 士。 

1-2cm径のパミス。 

(樹ヒ物検出でさすへ嬢土中に臣」、料のハミス混入言の掘-)込みはま脚痕と思拐しろ。 

セタンヨンが中1火が)、よI周寄I圧は定されたたダ主全側部こ楢の即さは実際には、 

捕していくだちうと考えられるつ) 
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団扇 臨画

\て轟一

ElO

S工2十

間 色 調 性 状 そ の 他 

a b (、 

1“〕Y【i%.Ii、栂 瑠刷上靖か入りこし(細雪なし 賀"炭化物・範士・ 

同 上 揺叛わつがこ残る∵据置だ∴ 

′、ミスを混入。 来し1恢士 了.5YR%∴明榔 塙がやや入る臆細雪わイかに有り 

層 色∴∴∴薄 性 状 そ の 他 

a b ぐ 

101’R多く:i,朝 時制十指が入りこし。組骨なし、 翼・炭化的・′、ミス・ 

同 上 「-i仕、措短)イかに残る、同上 偉土混入、 同 上 

10\’和名∴∴鮒 帯がやや入る∴結社なしこ 鮎ヒ物混入 
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葛金--年-
b

カマド袖部

門 間

蒋c 曹
カマド北ピント(P.2)

層 色∴∴∴調 性 状 そ∴∴の 他 

a b ぐ d e 

10YR%∴黒的 指が入りこも。粘性おうか。 炭化物・パミス混入 

10YR舞 踊壷 指頭わづか。靖性あI主 

結土質士。 闘ヒ物, 

10l’R,了 明証 絹土質土。肺魚わづか言掴-あり 

10YR%∴世相 鯖が入I)こむ。祐性なし。 

10l’R%にふい 縞土質土。揺煎れづか_粘性わづ 同 上, 

斑鳩 か。 

屑 色∴∴∴調 性 状 そ の 他 

種 b 

10l’R% 黒鳩 聴植土、靖が入I)こむ。雄性あり。 

保化物・燈土・パミス 混入。 同士。 10YR% 暗濁 同I 同 上 同 上 

層 色∴∴∴誰 帯 状 そ∴∴の 他 

a b (’ d 8 b 

101’R%∴∴薄 揺浜わイが 油性なし 般化約・億十混入こ 

10YR%∴婚約 指痕つが十 同上 炭化物・燈十・六ミス 

10l′R% 昭博 靖疾っく 同上 施工多い二 炭化物 

同 上 指痕つか十臆 緯性のつか 同 上 

10l’R%∴暗薄 指疾っく。結粒子)I∴ 炭化約・位上 

10l′)l%..!,鳩 同 上 同1 同∴∴∴∴上 

園田害星星
a

煙道・焚口

圏囲

EC56侵∴培出1

柄 色∴∴∴調 性 状 そ の 他 

a b ぐ 

10YR% 蹄的 指が入I)こも.粘性あり二 

炭化物・椀士パミス 混入。 バミス・煙土。 バミス「 

10YR%∴黒的 同 上。同 上 

10YⅣ%∴∴側 同 士。同 士。 

金側小二ポサボサし、粧しやすい。 

EC56偉 力マド北pl(

層 色 調 性 状 そ の 他 

種 b ぐ d 

10YR% 黒褐 縮刷土二塙疾っく 雅雄ややみI上 

炭化物・塩上・ノ1ス 混入 炭化物・寓士 10l’R% 日計的 轟上質上 鯖が入りこし臆ii‖上 

了.自白高石∴∴褐 同上 描疾っく 同上 土器阜 巾】上 多量 

10l’恥%∴酷薄 瞞組子∴精が入りこし∴鞠酢もIら 炭化物・韓士、 

層 色 調 性 状 そ∴∴∴の 他 

亀 主 (“ 

1し)Y【l% ∴」的 靖来わ了)が∴温帯わつが 鮎ヒ物二 

丁.待11舞 靖的 帯が入りこし∴ 握性なし 位上・炭化的 

10l当り后∴∴薄 措映いつが 同 上 位上多い.炭化物 
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パミス・火山灰吉子. 

曽 色∴∴∴虞 持 薬 そ∴の∴檀 

a b 

高一R労 範碍 指標つかず.舶惟なし。火山灰喜子。 最上・即し持着手 

…iR光即納 

励∴土∴同上火山輝′悼需千〇 ′’:;千
‾・’ 

庚I的若干。 

( d 

待Y鴫 甲鳩 ス雷。健土、靖。 同士触覚ややあI上韓若干. 

7.iY即宮∴掲 宮口㌶ロ。絶佳なし,露か-。 

′言え着手。 



巳Eう0任

層 色 調 性 状 そ の 他 

a い く ぐ d 了.5YIく%極細栂 了.5l’畑%∴晴的 丁.5Y!l%:I.咽 同上 高Y【〈%∴靖薄 

鱒植上 ′、ミスプロ ′ク・敬上プロ/ク若 

上もi)机で紺やたし 

火山陸上 ノ、ミスプロ・ク宮上おり 組で 

溝性ややもIら 

婿も有上丁:・太白恢上3 ハミスプロ・ク昔 

上 組で相性ややみる「 

火山灰土8:婿博士2 ′、ミスプロ ′ク昔 

上 組で結性ややおら二 

火山吹上8:鱈五時二2臆 密で抹性・ノ、ミス 

プロ・ク浩子あるへ 

層 色∴∴∴調 性 状 そ の 他 

亀 い く、 d 

丁.5Yli% 暗薄 「納恒三ノ、ミな悦上プロ ′クi●=∴粘性たし 

親 

l(1l’R% 鱈五時二8:簸上之 ′
I′ 

丁.5l’Ii椿畔的 鴨h 士
l′ I 

了.51’!〈% 暗薄 晴れ 臆1」:畑頂上′、ミスブローク柄:I′ 

層 色∴∴∴調 性 状 そ∴の 他 

工 l) ( d 

了.5Yll%椋鴫的 特鮪上 で廿で羅性なし臆 

章YR舞音∴i枇 工員’I生存∴∴禍 l(ハ当り后∴賞薄 

点しl順と腐植土の最上 炭化物・′、ミスブ 

口・クやや.おる 密で拙性ややおら臆 

火山「■I上場神主・耗上の(旧∴ ハミスーi●吉- 

らI上 帝で神性なし 

ハミス8:脚h(亘2 密て相性浩子ふI) 
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カマド

C’ c

層 色∴∴∴謁 性 状 そ∴∴の∴∴他 

a b ぐ) ぐご e〕 d l 

1時篤…,「l割 剛高士 納骨わつか 精煩鵬 ′、廿′、サ ′、ミス・炭化的・琵員 

10l’龍三
′ 

同 上 同 上 同 上 種よI)しまる ′、ミス・炭化札 

10l′暗く 諾鳴 同 上 同 上 同 上 信二8毒. 向 上 

101つく% 籾 川口砂上 同 上揺入I)こ乙・同 上 

簸Iヒ打 ′、ミス 炭化的・′、ミス 

10l’鵡ま 轟薄 同 上組二なる∴同 上 音:,とI出ろ 

1時R雛棚閥 畑I頂上 航硝子)′か 揺疾っく臆かたくしまる 

5l’持米 人鵡 餐星二 姑骨なし臆桐生-づかし/,二I)しまる ′、ミス・炭化約〇駿 

1時暗く 黒薄 I細れ上 組こなか 靖が入I‖二㌦・ポイ〇五十 

混入′、ミス・碇も 熊言†二いろ. 
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(b)ピット類(実測図は、縄文時代のピット類の中に示した。)

EB12p 〔第78図・図版29) 〔検出面〕 K.T・層中か0 〔重複〕 EB12f.p.、 EB15f.p.に後続する。

EA12住居跡とは記録を欠き先後関係不明である。少なくとも両者は古代に属してはいる。 〔平

面形〕長方形か楕円形基調か。 〔縦断面形〕金グライ状に浅く、 Eの仲間とした。 〔規模〕 (2.

2±×?)・(×)・(1・8±×?)・(0・45±一?) 〔堆積土〕所謂粉状パミス、が見られる。 〔床

面〕重複のため詳細不明。 〔年代決定の資料〕壁土出土のものを用いると古代(奈良末一平安初)

かそれ以降のものと考えられる。

EE24p・1 (第103図・図版41) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EE24p.3に先行する。 〔平面形〕

楕円形基調。 〔縦断面形〕ビーカー型でありE⊥1の仲間としておく。 〔規模〕 (2.2±×1.7±) ・

(×) ・ (2・0±×1・5±) ・ (0・37土へ0.24±) 〔堆積土〕自然堆積と思われる。 〔年代決定の資料〕

壁土出土のものを援用すると、ロタロ使用の土師器杯(内面黒色処理)をとると平安時代と思

われる。

EE24p.2 (第103図・図版41) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EE24p.3に後続。 〔平面形〕楕

円形基調としておく。 〔縦断面形〕浅いフラスコ型でありE-2とみておく。 〔規模〕 (1.8±×

1・4±) ・ (×) ・ (l・5±×1・3±) ・ (0.46±→0.2±) 〔堆積土〕 ⑤は人為的措置の可能性がある。

〔床面〕北部にp・ 1が存在するのみ。 〔年代決定の資料〕良好な資料を欠くが、重複関係を援

用すると、古代のものである可能性をもつ。

EE24p.3 (第103図・図版41) 〔検出面〕 K.T・層中か。 〔重複〕 EE24p.1に後続し、、 EE24p.2

に先行する可能性がある。 〔平面形〕楕円形基調。 〔縦断面形〕 A-1に似るが、小規模にすぎ

る。 〔規模〕 (0.5±×0.25±) ・ (×) ・ (0.28±×0.18±) ・ (0.51±へ?) 〔堆積土〕一様な土が

堆積するが、性格不明である。 〔床面〕特記事項無し。 〔遺物〕良好なそれを得られなかったが、

重複関係を援用すると、古代の可能性がある。

EE27 p. (第101図・図版41) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EF27f.p.と重複するが実測図を

欠く。遺物を比較すると、それが先行する可能性がある。 ED27住居跡とは、遺物に時期差を見

出しがたい。 〔平面形〕未完堀ではあるが、円形基調か。 〔縦断面形〕ビーカー型に近いと思わ

れ、 A-2の仲間とした。 〔規模〕 (1.6±×?)・(×)・(1.3±×?)・(0.25±̃?) 〔堆積土〕

焼土・粘上等の存在は、人為的なものを感じさせる。 〔床面〕p.1と、壁上にp.2があるのみ。

〔年代決定の資料〕壁土出土のものを用いると古代か、それ以降の可能性がある。なお本遺構

にはED27住居跡p. 2なる名称も与えられており、該住居跡の附属施設の可能性もある。

E150p.2 (第132図) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕近世墳墓墳丘下位にくる。 〔平面形〕円形

基調。 〔縦断面形〕完掘時はE-1の仲間とした。 〔規模〕 (1.25±×1.2±) ・ (×) ・ (0.95±×

0.8±) ・ (0.23±へ0.19±) 〔堆積土〕実測図を欠く。 〔床面〕ほぼ平坦以外の特記事項は無い。
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〔年代決定の資料〕壁土出土ものを援用すると、古代の可能性をもつ。

(b)溝状遺構

DG24溝状遺構(第 図・図版) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 DE18溝状遺構、 DG24住

居跡に重複するが、記録を欠く。 〔縦断面形〕金グライ型。 〔規模〕 (3.8±×10・0±) ・ (×) ・ (3・

2±×9.8±) ・ (0.28±) 〔堆積土〕詳細不明。 〔床面〕東北方向へ援く傾斜する。 〔年代法定の資

料〕壁土出土のものを援用すると、十代以降となろう。

DE24溝状遺構(第 図・図版) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 DG24溝状遺構・DG24住居

跡・EA12住居跡と重複。後二者より新規か。 〔縦断面形〕浅鉢一金グライ型。 〔規模〕 (1・0±×

20.0±) ・ (×) ・ (0.3±×19.8±) ・ (0.2±̃0.26±) 〔堆積土〕詳細不明。 〔床面〕南へやや傾

斜。 〔年代決定の資料〕埋土出土ものを援用すると、古代以降のものとなろう。

DE18溝状遺構(第 図・図版) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 DE18住居跡に後続する。

CI21・DG24溝状遺構とは記録を欠く。 〔縦断面形〕浅鉢一金ダライ型。 〔規模〕 (3.4±×12±) ・

(×) ・ (3.0±×11.8±) ・ (0.506̃0.439) 〔堆積土〕詳細不明。 〔床面〕南へ援く傾斜する。 〔年

代決定の資料〕壁土出土のものを援用すると古代遺構のものとなろう。

CH21溝状遺構(第 図・図版) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 CI21溝状遺構と重複するが

記録を欠く。 〔縦断面形〕浅鉢一金ダライ型。 〔規模〕 (2.1±) ・ (×) ・ (1.84±) ・ (0.35±) 〔堆

積土〕詳細不明。 〔床面〕東へ緩く傾斜する。 〔年代決定の資料〕壁土出土のものを援用すると、

古代以降のものと思われる。

CI21溝状遺構(第 図・図版) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 CH21溝状遺構、 DE18溝

状遺構、 EA21住居跡と重複。 EA21住居跡には後続か。その他とは記録を欠く。 〔縦断面形〕

浅鉢一金ダライ型。 〔規模〕 (1.0±一0.7±) ・ (×) ・ (0.37±一0.5±) ・ (0.234へ0.201) ・ (全長

56m±) 〔堆積土〕詳細不明だが自然堆積か。 〔床面〕基盤層に沿って南へ傾斜する。 〔年代決定

の資料〕良好なそれは得られていない遺物としては前期末他の縄文土器他があるが、重複関係

からすると古代以降のものであろう。
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(C)近世以降

近世墳墓(第168へ172図・図板 へ)

墳墓は調査地の南端、 E区にあり小河川によって開析された標高87へ88mの村崎野段丘の南

縁で突出した台地の東端部に位置している。南側水田面とは7へ8mの比高差をもつ。当遺

構は杉木立の中にあって現状でも墳丘状の高まりが捉えられ、その周囲に方形状の凹みが認め

られる。墳丘中央部にはかつて稲荷神社が祇られていたが、調査時には路線外(東方)に移築

されていた。

全体形は方形台状を呈す。その軸線は東西方向をとろが、東で若干南に偏している。周溝を

含んだ規模が東西約27m 、南北約17mで、墳頂部は西半が僅かな高まりをなすがほぼ平坦で、

約20× 8mの隅丸長方形をなす。高さは旧表土面から0.3へ0.8mで、周溝底部からは1.7へ27

mを計測する。西半を中心に丸味を有する長径50cmの大型のものから挙大の川原石が散在す

る。それらの礫は表土層に多く認められ、積土の中にはほとんど含まれない。葺石状を呈して

いる。中には密集する部分も見られ、配石遺構と思われるものも存在する。まとまりは26例捉

えられるが、しかし立木等によって左右されるものもあって必ずしも遺構のみではなさそうで

ある。

配石遺構を形態で分類すると次のようになる。

①円形あるいはそれに近い形に配石されたもの。 12例(①へ④、 ⑪一⑭、 ⑰、 ⑬、 ⑳、 ⑳)。

このうち④、 ⑫、 ⑰、 ⑬、 ⑳の5例は、構成礫が数個から10個内外で、直径50cm以内の小規模

なものである。第12配石遺構では礫がほぼ水平に配されている。 ①、 ②、 ③、 ⑬の4例は小さ

な礫が比較的多いもので、その規模は直径0.7m前後である。 ⑬を除いてまばらな配置である。

⑪、 ⑭、 ⑳は構成礫が多く直径1 m前後である。 ⑪は比較的大き目の礫を利用し、ややまばら

な配置であり、 ⑭は北半が木板のため変形しているがほぼ円形で、小型の礫が密集し中央部に

向って積み重ねられている。上面はほぼ水平である。

②環状に配置されたもの。 4例(⑨、 ⑮、 ⑯、 ⑳)。中央部が空間となってい’るもので円形を

なす⑮、 ⑯、方形に近い⑨、 ⑪の両者が存在する。 ⑯は比較的大き目の川原石を利用している。

③大石を中心に円形あるいは環状に配置されたもの。 4例(⑥、 ⑦、 ⑧、 ⑩)。 ⑦は大石が上

位となっているが、他は同レベルにある。いずれも大石をとりまいている礫はそれほど整然と

したものではない。

④直線状に配置されたもの。 6例(⑤、 ⑩、 ⑳、 ⑳、 ⑳、 ⑳)。このうち⑥、 ⑩、 ⑳の3例は

臨接して木板を有するもので、根元に集積されたもののようである。⑳は長さ1.5mに達するも

ので、北半が約30cm下位に位置している。 ⑳は大き目の礫を厚さ約50cmの範囲に積み重ねたも

ので、中央部が高くなっている。 ⑳は矩形に折れ曲がるもので、外側のものが下位にあり、基
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盤を構成するものと見られる。内

側にはほとんど礫は見られなく、

移転した稲荷神社の基壇と考えら

れるものである。

封土は基本的には腐植土を主体

とする黒褐色泥土(盛土工層)、腐

植土と地山火山灰土の攫乱した暗

褐色混土(盛土II層)、地山火山灰

土を主体とする褐色混土(盛土III

層)の3層からなり、全体的に表

土が覆っている。表土には前述の

如く西半を中心に礫が含まれてお

り葺石状を呈している。なお、東

半では盛土I層及びIII層が見られ

なく、高さも減じている。

周溝はほとんど埋没しているが

若干凹んでおり、僅かにその痕跡

をとどめている。それは墳丘を一

周するもので、旧表土面における

幅が2.5へ3m、深さが1へ1.5m

で箱薬研堀的である。壁土は地点

によって若干異なるが、下位から

褐色泥土、暗褐色混土、黒褐色土

である。但し、北側から西にかけ

ては最下層に黒褐色混土が認めら

・れる。壁土はいずれも地山の黄褐

色火山灰土と黒色腐植土からなる

泥土で、写真図板 - によると

中位層に礫が散在しており、周溝

壁面の崩落と封土の崩壊堆積土と

見られ、人為的に埋められたもの

ではない。

重量墨

と=参

へ
し

/
/
I
-
し

董
艶
畑
休
撥
烈
図

〇
n
月
日
∪
′

繕

丁
-
∈
○
○
.
ト
∞
-
」
1

ざ
i
 
r
」
\

ー
了
I
-
し
I
巨
e
寸
・
卜
∞
-
」
-

堪
掘
嶋
睦
の
̃
粘

「
i
i
“
「
.
i
-
」
]

良
否
「
し
仁
十

線
圃
圏
図

回
患
園

第i72図 配石遺構(2)

ー
256

-



なお、西溝の内側斜面には小さな溝が確認されており、造り替えがなされたようである。断

面図がなく断定できないが、現状地形(傾斜変換点が港内に及んでいる)等から墳丘を取りま

いている現状のものが新しいと見られる。

埋葬施設は明らかに遺構として認定されたものはない。但し、出土遺物の中には、まとまっ

て発見されたものがあり(後述)何らかの施設を伴っていたと推定される。なお、地山面にお

いて構築された土嬢は発見されていない。

発見された遺物は小刀、毛抜、古銭(5種11点、不明銭1点)、陶器4点である。なお、遺物

はいずれも表土及び封土内から発見されたもので、出土地点及び層位は記録されていない。中

には埋葬施設に伴うものも含まれていると推測されるが、上記の理由から特定できない。

まとめ

今回発見された墳墓は、比高8mの村崎野段丘の南縁東端に位置している。調査前は杉木立

の中にあって墳丘状の高まりとほとんど埋没した周溝が確認される。墳丘中央部には稲荷神社

が配られており、古来聖域と考えられていた地域である。調査の結果次のことが判明している。

①東西に長い方形台状を呈し、周溝と葺石状(?)の配石を伴う高塚墳墓である。規模は27×

17mで高さが0.3→0.8mである。

②墳丘の構築は、旧表土の上に黒褐色混土、暗褐色泥土、褐色混土を積み重ねた後に、西半

を中心に円形、環状、大石中心の環状、直線状等に川原石を配したものである。

③周溝は1周するもので幅が2.5へ3m、深さが1へ1.5mの箱薬研掘状をなす。壁土は壁面

の崩落、封土の崩壊によると見られる自然堆積である。

④発見された遺物は小刃、毛抜、古銭、陶器等で埋葬施設としての遺構は確認されていな

い。
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第3部 分析・鑑定結果

和賀川流域の地形について

岩手県立大船渡農業高校 佐藤 二郎

I.はしがき

約185万前に始まり現世におよんでいる第四紀は、地球表面の諸形態・模様を形成した時代で

ある。この時代の産物は、俗に土、砂、砂利と呼ばれるものを主体とする。それらは、その根

源物質の種類と性質、地域の古地形環境、古気候、古植生および地殻の変動などの相互作用の

もとに形成され、それぞれがもっとも安定した空間に定着する。ところで、このような性格を

有する第四紀の産物のうち、比較的新しいものは、その安定空間を段丘というかたちでとる。

段丘とは、段丘面と呼ばれる平坦面と、段丘崖と呼ばれる崖を構成要素とする地形をいうが、

それはまず、面を平坦化する作用によって、つぎにそれを段化させる働きによってつくられる。

この面の平坦化作用、段化作用を支配するものとして、第一義的に流水および海水準があげら

れる。

上記のことから、段丘地形の研究は、その対象が狭小であるとしても、可能な限り広汎な視

野にたつ地質学的手法によらなければ心もとない。この地域を含む北上川中流域の地形学的研

究はかなり以贈与なされているが、上記のような理念のもとに行われだしたのは1960年代以

降のことである。

筆者がここに述べる内容は、 1960年代初鞘清1970年前後にかけておこなった、この地域の

地下地質の研究成果の一部に、最近の研究の成果を加えたものである。

II.地形区分

北上川中流域は、北上山地と奥羽山地の境界に

発達した起伏に富む低湿帯に埋積した土砂によっ

て形成された、扇状地性段丘群の集合体といえる。

そのため、その基盤の頂部が著しく高かった場所

が、ときとして残丘となって露出することがある。

この地域の河岸段丘は、第l表のように区分さ

れ、それらは日本の第四系標準地域である南関東

地域のそれと、同表のように対比される。これら

の分布を第1図に示す。

第i表 和賀川下流域段丘対比表

言卜撃 南 関 東 和賀川流域 

沖積世 海 岸 平 野 河 岸 平 野 

洪 積 世 

後 期 

立 川 段 丘 金ヶ崎重I段丘 

武蔵野段丘 金ヶ崎I段丘 

中 期 

下末吉段丘 村崎野段丘 

多摩II段丘 

西 根 段 丘 

多摩I段丘 
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第I図 地形区分図
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(l)金ヶ崎町大沢地区 (2)金ヶ崎町西根地区

村 崎 野 段 丘 堆 積 物

(3)北上市民会 (4)村崎野
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IエI.地形各説

1.先第四系の残丘

北上市二子町宿の西方の飛勢森、同市飯豊町飯豊森の2箇処に、小規模に分布する。ともに

新第三系中新統下部の稲瀬層からなる。前者の地区では、後述の黒沢尻火山灰に覆われている。

2.段 丘

(1)西根段丘 金ヶ崎町の西方、西根地区を模式地とする。和賀川以南においては、和賀

町石曽根から岩崎新田にわたる地区と六原扇状地の南緑沿いに、さらに六原扇状地の東半部を

占める西根地区と六原町から相去町にかけて残丘状に分布する。これに対して同川以北では、

尻平川沿岸の脊梁山地東綾部に、また、北上川東岸においては、わずかに江刺市正源寺台東部

に分布するにすぎない。

西根段丘はかなり開析され、段丘面の頂部は、原形を失うまでに侵蝕されている。

この段丘の分布地域である金ヶ崎町西部の台地は、近年著しく開発されてきたが、すべて農

用地であることから自然斜面に沿う土地造成が主となっている。そのため、この段丘堆積物の

露出がきわめて少ない。金ヶ崎町細野の南方女夫坂附近での段丘崖の観察、同町大沢地区の深

井戸資料(第2図(1))によれば、その主体は、約10mに達する大・巨礫大の著しく風化した安

山岩円礫層である。これと同じ風化円礫は、六原町道所森や西根工業団地の切割りでも見られ

る。花巻市尻平月椰落および尻平月情岸の脊梁山地東緑に分布する段丘堆積物は、中・大礫を

主体とする砂礫層を主とし、間に砂質粘土層をはさんでいる。

西根段丘の上位には、層厚10mにおよぶ赤褐色火山灰、浮石および火山灰質粘土が重なる(第

2図(2))。中川他(1963)は、北上月旧流域の火山灰層を古期のものから一首坂火山灰、前沢火

山灰および黒沢尻火山灰の3層に区分したが、最近の金原(1981)の研究によると、この段丘

の堆積面上は、これらすべての火山灰層におおわれているところが多いという。

(2)村崎野段丘 北上市村崎野地区を標式地とする。和賀川以南の地域では、金ヶ崎町西

方の台地(西根段丘)辺綾部と和賀町法量野一帯および相去町成沢地区に分布する。北上月慄

岸地域では、北上市荒屋敷地区から立花、下門間を経て江刺市十文字台に至る問に飛石状に分

布する。和賀川以北の地域においては、花巻市中笹間から村崎野および小鳥崎にかけて、また、

花巻市大森から成田に至る範囲に連続的に広がる。

六原扇状地の南緑部を流れる黒沢川南岸に分布するこの段丘は、下位面と約20mの比高を保

つ。相去町成沢地区に分布するこの段丘面と下位面との比高は、東緑部において10へ15mであ

る。中笹間から小鳥崎にわたる地域のこの段丘面の下位面との比高も、北上市常盤台附近で約

20mに達する。しかし、一般に北上平野中央に張り出ているこの段丘の段丘崖は、西漸するに

つれて漸次比高を減じ、ついに下位の金ヶ崎段丘面と取れんする傾向を示す。
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地形面はやや開析されてはいるが、比較的新鮮で よく原形をとどめている。

各地での露頭の観察および深井戸資料などによると、この段丘構成物の主体は、層厚20へ30

mの砂礫層であるが、和賀町宿附近および村崎野一帯では、その上部に層厚2-5mの白色細

粒火山灰質粘土が重なり、その上面に古土壌および乾裂が発達する。これが、降下火山灰なも

のか二次的堆積物なのか、いまのところ不明である。この段丘構成砂礫層は、中川他(1963)

により飯豊礫層と呼称されているものである。礫は比較的新鮮な大・中田礫からなり、よく分

級・淘汰をうけている(第2図(3)(4))。

村崎野段丘の堆積面の上位には、黒沢尻火山灰(中川他、 1963)と呼ばれる火山灰層がのる。

同層は、上部の赤褐色火山灰と、下位の浮石(村崎野浮石)とに分けられる。これらのうち村

崎野浮石は肉眼的に数層に区分しうるが、金原(1981)はこれの詳細な重鉱物分析をおこない、

両輝石安山岩質の下部(再定義の村崎野浮石)と、普通輝石安山岩質の上部(山形火山灰、模

式地は胆沢町山形)とに2分した。また、これら各浮石の中部層の等層線図を求め、その噴出

源を牛形火山(1340m)としている(第3図)。

(3)金ヶ崎I ・ II段丘 金ヶ崎町市街地附近を模式地とする段丘である。この段丘は、北

上月旧流域中もっとも広く分布し、面はほとんど開析されていない。北上川中流域の脊梁山地

東縁に頂部をおく扇状地群は、すべてこの段丘に相当する。

この段丘は、北上市街地から和賀町竪川目にかけてのびる段丘崖により、上下2段に細分さ

れる。下位段丘の分布は、この区域に限定される。この段丘崖の比高は、北上市常盤台附近で

約5mである。また、下位面と河岸平野との比高は、北上市街地一帯で2-3mである。

下位の金ヶ崎I段丘は、和賀川の南北両側において、それぞれ六原扇状地および後藤野扇状

地を形成している。六原・後藤野面扇状地の比高に着目すると、河岸平野に対する前者の比高

は15̃20mに達するが、後者のそれは、和賀川横川目地区で10m前後である。一方、六原扇状

地東縁辺の金ヶ崎町三ヶ尻地区におけるこの面と河岸平野面との比高は、 10m程度である。ま

た、夏油川下流域についてみると、岩崎地区で15m前後の比高を有するのに対し、扇状地頂部

の鍋割地区では30mにもおよぶ比高となっている。これらのことがらと、本来、南東方向に流

動すべき夏油川が、北東方向に流れて和賀川と合流している事実とを総合すると、この面の形

成後、和賀川筋を軸とする北側への地盤の傾動がおこり、その結果、 II面が生じたと考えられ

る。このように、 I ・II面の間には本質的な違いはなく、局地的な存在とみられる。

金ヶ崎段丘の構成物は、癌木礫層(中川他、 1963)と呼ばれる礫層である。同層は、 10-20

mの層厚を有し、扇状地の末端部では淘汰・分級の進んだ新鮮な小・中礫によって構成されて

いるが、頂部に向うにつれて次第に粒径を増し、大・巨礫を多く混えるようになる。この段丘

の堆積面上に、この段丘形成期の火山灰はのらない。

一
263

-



月
八
八
月
‖
=
1
人
ハ
ロ
ー
-
-
I
I

牛形山
△

焼石岳
△ 1548

△ 経塚」し」

ヾ\

\ ・〇一

A 1914

早池峯山

\

\

0

\

\

l

l

ii

I

I

/

/

/

/

凡 例

第3図

(4)河岸平野 主として北上・和賀両川沿いに分布する、沖積世に形成された平坦面で

水平的に氾濫原に移行する○この面に散在する集落は、ほとんどこの時期の砂礫を主体とする

自然提防上に形成されており、周辺の面より1へ2m高い。和賀川と北上川との合流点の北側

には、厚さ10m余の高含水腐植土層からなる後背湿地が形成されており、いわゆる軟弱地盤地

帯となっている。

これまで金ヶ崎段丘以降の堆積物中には、火山灰層がないとみられていた。ところが1970

年代後半に入り、北上川流域の各地で詳細な遺跡調査が進められてきた結果、沖積世の腐植土

中に厚さ2-3cmの白色細粒火山灰が分布していることが確認されるに至った。これは1000A.

D・頃の十和田火山の噴出物で十和田aテフラと呼ばれているものである(大池; 1972、町田・

新井・森脇; 1981)。

IⅤ.地形発達史
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上記の各段丘の分布上の特徴を指摘すると、西根段丘面は東西方向で傾斜が急であるが、南

部から北部に向うにつれて、分布面積が少くなる。村崎野段丘は比較的緩傾斜で、東側で広が

る面も西方に向うにつれて次第に狭くなると同時に比高を減じ、やがて下位の金ヶ崎段丘と収

れんする。金ヶ崎段丘は面の傾斜がもっとも急で、下位の村崎野・西根両段丘の侵蝕谷を広く

おおい、かつ、これら分布域の奥地、さらに脊梁山地内部までくい込んだ分布形態を示す。

世界的にみると、約70万年前に始まる第四紀中期初頭は、第三結末から続いてきた海面上昇が

止み、海面の低下が始まって最初の段丘の形成が始まった時期に相当する。それが中期末に近

づくにつれ、地球は再び暖化しだして著しい海面上昇がおこった。その結果、この時期に形成

された段丘面は、著しく緩傾斜となっている。約10万年前に始まる第四紀後期になると、気候

は再び寒冷化して海面低下がおこり、約l万8千年前にはその極に達した。この時期の海面低

下は氷期を通じて最大のもので、現海面下120へ180mに達する。したがって、この時期の段丘

面の広がりももっとも大きく、かつ、傾斜も急である。沖積世になると、海面は再び上昇し、

現在より少し高い水準に達した後、また後退して現在の海水準面となった。

この地域の4段の河岸段丘は、この第四紀中期以降の世界的な海水準変動に対して形成され

た、各地域の段丘地形のそれと、よくその特性が共通している。この地域の第四系ならびに地

形も、上述の第四紀地史に沿うことはいうまでもない。
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図版i 調査地周辺の航空写真
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図版3 CGI5住居跡 完掘前の状況、尭掘後の状況、炉の細部、遺物出土状況
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完堀前の状況、完掘後の状況

柱穴等の状況
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遺物(土器・土製晶・石製晶、)出土状況
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